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回収業者

古紙再生業者

資源物の行方を追ってみよう
　ごみ集積所に排出された資源物は、市が委託した民間の回収業者が回収します。必要に応じて資源化センター
などで選別・加工した後、専門業者で再生されます。容器包装プラスチックはプラスチック製品の原料や補助燃
料に、使用済み食用油はインク原料・せっけんなどに生まれ変わります。資源物の行方を知ることから、ごみ分
別の必要性を改めて考えましょう。

回収

回収

回収

回収

資源化センター

資源化センター

タンクに貯
た

める

異物除去、押しつぶす・まとめる

布問屋業者

再生業者

再生業者

インク原料・せっけん

古着（リサイクル）
再生固形燃料（RPF）

　　　　プラスチック製品
ガス化・油化による補助燃料など

新聞紙・週刊誌
印刷用紙

新聞紙・
折り込みチラシ

トイレットペーパー
ティッシュペーパー

飲料パック

段ボール・封筒

段ボール

菓子箱・絵本

本・雑誌類

ティッシュペーパー
ボール紙の箱

ミックスペーパー

ウエス（雑巾）

使用済み食用油

容器包装プラスチック

紙　類

布　類
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６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
、環
境
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
気
象
予
報
士
の
根
本
美
緒
氏
が

地
球
温
暖
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す
。

日
６
月
22
日（
土
）14
時
～
15
時
30
分
場
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、小

学
生
以
上
の
方
定
3
0
0
人
費
無
料
申
希
望
者

全
員
の
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
、市
外

在
住
の
方
は
通
勤
ま
た
は
通
学
先
、複
数
人
で
申

し
込
み
の
場
合
は
代
表
者
名
を
、直
接
ま
た
は

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
環
境
課

へ
。
５
月
17
日（
金
）締
め
切
り
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
他
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
磁
気
ル
ー

プ
希
望
者
は
、申
し
込
み
時
に
環
境
課
へ

　相模地方に古くから
伝わる和凧作りを通して伝統文化を
学び、ものづくりの楽しさを体験して
もらうことを目的に毎年「和凧作り教
室」を開催しています。力作を「えび
な凧揚げまつり」で飛ばします。
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こ

揚
げ
ま
つ
り

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 
☎（
２
３
５
）４
７
９
７

　
毎
年
1
月
に
行
っ
て
い
た「
え
び

な
凧
揚
げ
ま
つ
り
」を
、こ
と
し
か

ら
端
午
の
節
句
に
合
わ
せ
た
５
月
に

行
い
ま
す
。
た
こ
を
持
ち
寄
り
、和

凧
作
り
教
室
の
参
加
者
と
一
緒
に
飛

ば
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
団
体「
下
河

内
凧
の
会
」に
よ
る「
令
和
」の
大お

お

凧だ
こ

揚
げ
も
行
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
。

日
５
月
11
日（
土
）13
時
～
15
時（
荒

天
中
止
）
場
県
立
相
模
三
川
公
園

他
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
や
餌
や
り
体
験
、

小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
あ

り
。た
こ
の
無
料
貸
し
出
し
あ
り

4月の
和凧作り教室に
25組が挑戦

根本美緒氏
　フリーアナウンサー。気象
予報士の資格を生かし、テレ
ビ番組などの「お天気コー
ナー」などに出演している。


